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Ⅰ　はじめに
　本研究の目標は、小学校社会科授業において、児童
に授業間のつながりを意識させ、各授業の学習目標や
学習の流れを明確にする振り返り活動を行えば、児童
は授業がわかるようになり、学習意欲を高めることが
できるということを、実践を通して明らかにすること
である。検証授業第３学年社会科「スーパーマーケッ
トではたらく人」の授業プランの開発・実践を通して、
本研究の有効性を確かめる試みを行った。
Ⅱ　問題の所在―学習意欲とわかる授業―
　児童の学習意欲を高めるにあたり、本研究では児童
にとって「わかる授業」を行うことが大切であると考
えた。児童の学習意欲を高める方法には、例えば映像
資料や実物教材を用いた工夫、児童の諸感覚を発揮し
ながら楽しく取り組むことのできる体験的な活動の工
夫などがある。
　確かに、そうした工夫によって、学習への興味・関
心を引き出し、児童の学習意欲を高めることができる。
しかしながら、そこで高められた学習意欲は一時的な
ものにすぎないことが多い。また、そうした工夫が必
ずしもわかりやすい授業へとつながっていない場合が
ある。そのため、学ぶことを楽しみたい、授業がわか
るようになりたいと願う児童にとっては、わかる授業
わかりやすい授業を行うことで、学ぶことの楽しさを
日々実感できるようにすることが大切であると考えた。
　したがって、児童の学習意欲を高めるためには、ま
ず、児童にとって授業がわかることが大切であると考
える。すなわち、授業がわかることにより、児童は学
習の成就感や達成感、自らの学びの成長を実感する。
その結果、児童の学習意欲が高まるだろうと仮説を立
てたⅰ。
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Ⅲ　わかる授業の条件
　わかる授業を行うにあたり、授業がわからない場合
の原因について、2008年に実施された群馬県内におけ
る調査ⅱを参考にした。調査結果によれば、授業がわか
らないと答えた児童生徒の多くが、「前の授業がよく分
からなかったことが原因で、授業がわからなくなった
ことがあった」と答えている。これは、授業がわから
ないことに関するその他の原因の問いと比べると、最
も大きい割合であった。
　このことから、日々の授業において学習内容の確実
な定着を促す指導が必要であるとともに、一人一人の
学習状況を見取り、個別指導などを通して学習理解が
不十分なままにしないことが大切である。また、授業
内で前時の学習内容を想起させ、補足説明をするなど
して、前時の学習と本時の学習との関連をつかませる
ことが大切であると考えた。
　また、筆者（特に第一著者）の経験から、もう一つ
授業がわからない原因として挙げられることは、児童
が本時の授業において「何について考えるべきか」「何
を学びとればよいのか」ということが把握できていな
いということである。すなわち、これまでの学習と本
時の学習とがどのように関連しており、本時の学習で
「何について考えるべきか」「何を学びとればよいの
か」といった学習目標や学習の流れが明確につかめて
いないために、授業がわからないと予想される。この
点を解決することが、本研究における筆者（第一著者）
の最大の問題意識であった。
　学ぶことにおいてもっとも重要なのは、自分の現状
を知り、何をどう学べば自分自身をさらによりよい状
態に導くことができるのか知ることである。―（中略）
―そのためには、学ぼうとしている当該内容に関して、
自分の何が既知であり、あるいは未知であるのかを明
確にする必要がある。ⅲと堀（2006）が述べているよ
うに、これまでの学習において何を学び、本時の学習
では新たに何を学ぶべきなのかを明確につかみ意識す
ることが大切である。
　わかるということは「わかっていること同士が結び
つく」ということⅳであると佐伯（2008）が述べてい
るように、授業ではこれまでの学習内容や生活経験な
どを想起させ、それらと本時の学習とが関連し合い結
びついていくような学習を行っていく必要がある。本
時の学習がこれまでの学習と切り離されたものではな
く、関連し合っていることが明確に意識される指導、
すなわち、これまでの学習内容と本時の学習内容との
共通点や相違点、対立点や矛盾点を明確にすることに
より、本時の授業において「何について考えるべきか」
「何を学びとればよいのか」ということが把握できる
と考えるⅴ。このように、授業間のつながりを意識させ
ることで、各授業の学習目標や学習の流れが明確にな
り、授業がわかりやすくなると考える。
　そこで、本研究ではわかる授業の条件を、本時の授
業において「何について考えるべきか」「何を学びとれ
ばよいのか」をしっかり把握させること、すなわち、
児童が学習目標や学習の流れを明確につかむことがで
きる授業であるとした。そのために、授業内でこれま
での学習を振り返る活動を、意図的に取り入れる試み
を行う。そうすることで、たとえ前時の学習でわから
ない内容があったとしても、本時の学習の中で前時の
学習内容をもう一度想起させ、前時の学習と本時の学
習との関連をつかませることで、児童に目的意識を持
たせるとともに、学習内容の確実な定着を図ることが
できると考えた。
Ⅳ　授業間のつながりに着目した振り返り活動の
工夫
　各授業の学習目標や学習の流れをつかませ、児童に
とってわかる授業を行うために、本研究では授業間の
つながりに着目した振り返り活動の工夫として、「既習
内容や生活経験を意図的に想起させる分散的復習を考
慮した授業構成」と、「学習過程を可視化して、各授業
の学習目標や学習の流れを意識させるOPPシートの
活用」の２点の工夫に焦点を当てた。
（ⅰ）既習内容や生活経験を意図的に想起させる分散
的復習を考慮した授業構成
　児童に各授業の学習目標や学習の流れをつかませ意
識させるためには、授業間のつながりを意識させるこ
とが大切である。しかし、大部分の児童は本時の学習
に取り組むことが精いっぱいであり、これまでの学習
と、本時の学習の位置づけを意識したり、あるいは必
要なときに自らこれまでの学習を想起したりするとい
うことは、児童にとって極めて難しいことであると筆
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者らは考える。
　北尾（1990）は、たとえ知識を持っていても必要な
ときに、その知識を想起することができず、そのため
にその旧知識と新しい情報を関連づけることができな
いときに学習が理解できないと述べている。そして、
勉強のよくできる子は、最初の学習から現在の想起に
至るまでの間に、その知識を何回となく想起しようと
している。ところが、できない子は、その間に一度も
想起しようとしていない。この違いが理解力の差とな
る。と述べている。
　したがって、できない子を救うためには、授業に弾
力性をもたせ、時々以前の学習にさかのぼって質問す
る時間が大切であるといえる。また、子ども自身が、
すでに習得した知識を後で何回かに分けて想起し、ア
レコレ考えをめぐらせる機会を持つように指導した
い。このような、自己反省的な学習態度または思考の
習慣を身につけさせることが、理解力を育てることに
なろう。ⅵと述べて、分散的復習を考慮した授業づく
りの重要性を指摘している。分散的復習とは、既習内
容を想起することで、これまでに学習したことと新し
い学習内容とを関連づけて理解しやすくする学習方法
であり、既習内容の想起を何回かに分けて分散的に行
うことによって、より一層学習内容の定着が促される
とされる。
　以上のことから、児童に各授業の学習目標や学習の
流れをつかませ意識させるためには、これまでの学習
と本時の学習との関
連や次時以降の学習
の流れを意識させる
ことができるよう
に、本時の学習のね
らいを達成するにあ
たって必要不可欠な
既習内容を意図的に
想起させる振り返り
活動が必要である。
単元構成、各単位時
間の授業構成の中
に、既習内容や生活
経験を意図的に想起
させる分散的復習を
考慮した振り返り活
動を計画的・効果的に位置づけることにより、児童に
学習目標や学習の流れをつかませ、わかる授業を行う
ことができると考えた。
（ⅱ）学習過程を可視化して、各授業の学習目標や学
習の流れを意識させるOPPシートの活用
　先に述べた分散的復習を効果的に行うことを可能に
するのがOPPシートである。
　OPP（One Page Portfolio）とは、一枚ポートフォ
リオのシート、もしくはそれに記録された内容を含め
たものをさす。ⅶOPPシートに日々の学習内容を記録
していくことにより、情意面だけでなく、認知面での
自己の学びの変容を可視的に振り返ることができる。
また、単元全体の学習を構造化した形で見渡すことが
できるため、単元全体における本時の位置づけがわか
り、各授業の学習目標をつかむことができると考えた。
　以上のように、授業間のつながりに着目した振り返
り活動を通して、各授業の学習目標や学習の流れをつ
かませるとともに、学習内容の定着を促し、児童にとっ
てわかる授業・わかりやすい授業を行っていきたいと
考えた。これら２点の工夫を第３学年社会科「スーパー
マーケットではたらく人」の授業に取り入れて実践し、
研究の有効性を確かめた。
　なお、本研究における学習意欲、わかる授業、授業
間のつながりに着目した振り返り活動の関係について
は、以下の図１のようになる。
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図１　学習意欲、わかる授業、授業間のつながりに着目した振り返り活動の関係図
Ⅴ　検証授業実践 ―第３学年社会科
「スーパーマーケットではたらく人」―
　本研究内容をふまえて、検証授業第３学年社会科
「スーパーマーケットではたらく人」の授業プランを
開発し、実践した。全16時間のうち５時間目から16時
間目の授業を実践した。本稿では、学習指導案などの
授業の詳細は割愛し、本研究内容に特化した実践上の
工夫を述べる。
（ⅰ）OPPシート「学びのきろく」の構成
　OPPシートは主として４点を基本的骨子として構
成されている。本実践においても、それら４点をふま
えてOPPシート「学びのきろく」を構成し、以下図２
のシートをＡ３版で用いた。
　まず、学習の出発点として学習前の知識や考えを明
確にする欄１では、単元全体を貫く主発問として、
「スーパーではたくさんの人に来てもらうために、ど
んな工夫をしているのだろうか？」と問いかけ記述さ
せた。２点目の学習過程の学習内容を記述する欄２～
９、11では、学習進度に合わせながら、毎時の学習の
要点を記述させた。３点目の学習の到達点としての学
習後の知識や考えを明確にする欄は、１の問いかけと
同じ内容にして上下で見比べることができるように配
置することで、学習前後の学びの変容を視覚的に確認
することができるようにした。４点目の学習履歴を振
り返り、自己の変容を意識化する自己評価の欄12で
は、「この学習を通して、あなたがどうかわりました
か？」と問いかけ記述させた。また、「学びのきろく」
を書いてみて思ったことや考えたことについても記述
させることにより、シート全体を振り返り、自己の学
びの変容を明確に意識できるようにした。
（ⅱ）授業間のつながりに着目した振り返り活動の工
夫の具体的手だて
　授業実践における、授業間のつながりに着目した振
り返り活動の工夫の具体的手だてをまとめると以下の
ようになる。
　まず「既習内容や生活経験を意図的に想起させる分
散的復習を考慮した授業構成」においては、授業間の
つながりを意識させることで単元全体における本時の
位置づけや、本時の学習で「何について考えるべきか」
「何を学びとればよいのか」ということの焦点を絞り、
本時の学習目標や学習の流れを明確にするために、授
業の導入の活動や、授業内の発問を工夫した。
　具体的には、毎授業の導入時や前半部の学習におい
て、本時のねらい達成に不可欠な既習内容を想起させ
ることができるように、「学びのきろく」や学習シート
などへの児童の記述内容を見取り、４～５人を意図的
に指名して発表させた。そして、「学びのきろく」を読
み返しながら、発表内容に合わせて既習内容を想起さ
せる問いかけや、既習内容に関する補足説明を行った
り、生活経験を想起させて学習内容と日常生活とをつ
なげる問いかけを行ったりした。また、授業内におい
て、どのような既習内容や生活経験をいつ、どのよう
に発問して想起させるのかということを明確に計画し
て、指導にあたった。
　次に「学習過程を可視化して、各授業の学習目標や
学習の流れを意識させるOPPシートの活用」において
は、OPPシートへの記述を促す発問とOPPシートを用
いた振り返り活動を工夫した。なぜなら、OPPシート
を初めて用いる児童に対して、シートに記述させる内
容を具体的に指導し、OPPシートに慣れさせる必要が
あったからである。
　そのため、学習の要点を板書し、それをシートに書
き写させたり、記述しやすいように書き出しを予め伝
えたりして、シートには各授業の学習の要点をまとめ
るということを理解させるようにした。また、授業の
導入時や前半部の学習で、これまでの学習を振り返り、
本時の学習目標や学習の流れを明確に意識させるため
に、毎時の学習内容をまとめたOPPシートを用いて振
り返ることで、学習過程が可視化され、より授業間の
つながりを意識させることができると考えたからであ
る。なお、「学びのきろく」への記述内容計画として用
いた【「学びのきろく」（OPPシート）をもとにした児
童の学習過程案―記述を促す各授業の問いと予想され
る児童の記述例―】を以下図３に示した。
　このように、OPPシートに毎時の学習の要点を記述
させるだけでなく、その記述内容を振り返りながら、
既習内容を想起して本時の学習目標や学習の流れを明
確にする時間を授業内でとることで、学習内容の定着
を促すことができた。
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図２　「学びのきろく」（OPPシート）
図３　「学びのきろく」（OPPシート）をもとにした児童の学習過程案
Ⅵ　研究の成果―研究仮説の有効性―
　本研究仮説の有効性を検証するにあたり、検証目標
すなわち、研究成果として目指す児童の姿を以下の２
点とした。
検証目標（研究成果として目指す児童の姿）
①「学習目標や学習の流れをつかみ、授業がわかってい
る姿」を調べる。
②「授業がわかり、成就感や達成感を実感して意欲的に
学習に取り組んでいる姿」を調べる。
　そして、２点それぞれの検証目標に対して、検証の
視点と検証方法を計画して、検証した。検証方法とし
ては、「学びのきろく」の記述内容分析と授業前後のア
ンケート調査分析、そして補足的に映像記録からわか
る授業内の発話分析を行った。以下の図４に検証計画
の詳細を示した。
　上記の検証計画にもとづいて、第３学年社会科「スー
パーマーケットではたらく人」の授業実践を検証した。
検証結果の一部を以下に示す。
　まず、授業の理解状況については、「学びのきろく」
の記述内容から、ほぼ全児童が毎時学習内容を理解し
ている様子を見取ることができた。
　児童の記述例の一部を示すと、「スーパーではたくさ
んの人に来てもらうた
めに、どんな工夫をし
ているのだろうか？」
の問いに対して、例え
ばＡ児は１で「食べ物
を安くしている。」と記
述していたが、同様の
問いかけの 10 では
「スーパーでは、ラッ
プをすばやくできるよ
うになっている。チラ
シを出したり新せんで
安全な品物を売ってい
る。日用品なども売っ
ているので色々な物が
いっぺんに買える。スーパーではごみをへらし自ぜん
や町の美しさを守るため、リサイクルにもとりくんで
いる。」と記述することができていた。この児童のよう
に、「学びのきろく」１の記述内容と比べて、「学びの
きろく」10の記述内容の方が内容が豊富で、記述量も
増えた児童は全児童27人（100％）であった。なお、学
習目標をふまえて学習内容を理解していると判断でき
る、児童の記述の達成率を示すと以下の図５のように
なる。
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図５　各記述欄における、児童の記述の達成率
図４　検証目標・検証の視点・検証方法の関連
　また、「授業理解」についての事前事後アンケート結
果を比較したところ、児童にとってわかりやすい授業
を行うことができたと判断できた。
　次に、授業がわかることにより、学習の成就感や達
成感、自らの学びの成長を実感し、学習意欲が高まっ
ている姿を、90％以上の児童から見取ることができ
た。これは、特に「学びのきろく」１と10の記述内容
の比較や、学習のまとめとなる12の記述内容から顕著
に見取ることができた。
　例えばＢ児は「学びのきろく」の１を書くことがで
きなかったが、学習の成果が表れる10では「スーパー
の人はきかいでラップをしたり、ごみをへらして自ぜ
んや町の美しさを守ったり、買う人のねがいがつな
がっていて、一番やすいものを目だつようにする。」と
記述し、学習したことを自分の言葉でまとめることが
できていた。また、12の「この学習を通して、あなた
がどうかわりましたか？」の問いに対しては、「初めは
スーパーの工夫がわからなかった。しかし、この学習
できかいでラップをしたり、リサイクルコーナーがで
きたりいろいろな工夫をしている。これからはしんせ
んさ、しょうみきげん、ねだんに気をつけて買い物を
していきたいです。」と記述していた。「「学びのきろく」
を書いてみて思ったこと」については、「「学びのきろ
く」のよいところは書きやすいのと、ふりかえやすい
ことです。今ふりかえると、あのときはこんなべんきょ
うをしたんだなと思いました。」と記述していた。これ
らの記述内容から、Ｂ児は授業がわかることにより、
学習の成就感や達成感、自らの学びの成長を実感し、
学習意欲が高まっていると判断した。
　また、事前事後アンケートの結果や「「学びのきろく」
を書いてみて思ったこと」の記述内容から、大部分の
児童に学習の仕方として、学習内容を書いてまとめる
ことの大切さや、学習を振り返ることの大切さを気づ
かせることができた。それは以下の図８のアンケート
結果や、児童の記述内容から判断できた。例えばＣ児
は「わすれるからノートにうつしとけばまたふりかえ
られるからです。」、Ｄ児は「りゆうは前に学習したこ
とをもう一度ふりかえると、わすれたことがまたわか
るからです。」、Ｅ児は「まなびのきろくはすらすらか
けるし前のべんきょうしたこともふくしゅうできるか
らやりやすいです。」と記述していた。
　本授業実践では、単元指導内容の特性から、品物を
売る販売者の工夫や努力、品物を買う消費者の工夫や
願いなど、地域の人々の販売の仕事に関連する様々な
側面を学習していくにあたって、学習内容を整理し可
視化しながら、授業間のつながりを意識した振り返り
活動を積極的に行うことが必要不可欠であった。その
ため、学習したことを網羅的にノートにまとめていく
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図８　「まとめること」「振り返りの大切さ」についての
事後アンケート結果
図６　「授業理解」についての事前事後アンケート結果の
比較
図７　Ｂ児の「学びのきろく」
のではなく、１枚のシートの限られた記述欄に、毎時
学習の要点を記述していったことが学習内容の確実な
定着に効果的であったと考える。また、「学びのきろく」
を用いたことによって、学習の仕方として、学習内容
を書いてまとめることの大切さや、学習を振り返るこ
との大切さに気づかせることができたと考えられる。
　以上のことから、授業間のつながりに着目した振り
返り活動の工夫を行ったことは、児童にとって各授業
の学習目標や学習の流れが明確になることにつなが
り、わかりやすい授業を行うことができた。そして、
授業がわかることによって、児童は学習の成就感や達
成感、自らの学びの成長を実感し、学習意欲を高める
ことに結びついたと考える。本研究仮説が、有効であ
ることを明らかにすることができた。
Ⅶ　OPPシートの斬新的活用とその成果
　本研究でのOPPシートの活用における独自の試み
は、OPPシートに学習内容を記録することだけでな
く、OPPシートの記述内容をもとにした振り返り活動
を授業内に効果的に組み込んだことにある。
　OPPシートを用いた実践例におけるOPPシート活
用のねらいは、大きく以下の３点である。
　１点目は、学習目標を明確にして、児童に学ぶ意味
を自覚させることである。OPPシートを用いること
で、教師の指導目標と児童の学習目標を明確にし、可
視化できるようにすることで、目的意識を持って学習
を進めることができるようにするのである。
　２点目は、学習内容を記録することで、知識の定着
を促すことである。また、学習前後の自己の学びの変
容を視覚的・客観的に振り返り自己評価することを通
して、メタ認知能力を育成することである。
　３点目は、教師によるOPPシートの活用の仕方とし
て、シートの記述内容から児童一人一人の学習状況を
見取り、個別指導の手だてとすることである。
　こうした実践例からは、これまでの学習を振り返る
ためのツールとして、OPPシートが授業内で活用され
る場面や手法は具体的に明らかにされていない。OPP
シートは教科・単元に応じて様々に工夫されて用いる
ものであるからこそ、一定の活用法が示されることは
少ないものと考えられる。
　しかし、本実践では、OPPシートをもとにした授業
間のつながりに着目した振り返り活動を授業内に組み
込んだことで、以下の４点の成果を得ることができた。
　１点目は、学級全体に友だちの発表を聴き合う雰囲
気を作り出すことができたことである。自分が発表す
ることだけに満足してしまい、友だちの発表に無関心
になってしまう児童が多い中、友だちの発表を聴こう
とする姿勢を養い、聴き合う雰囲気を作り出すことが
できた。また、OPPシートの発表を通して、より一層
シートの記述に取り組む意欲を高めることができた。
　２点目は、ノートなどに学習内容を書いてまとめる
ことや、これまでの学習を振り返ることの大切さに気
づかせることができたことである。授業実践後のアン
ケート結果から、約90％の児童が学習内容を書いてま
とめることや学習を振り返ることが大切であると選択
し、その理由についても記述していた。学習内容を書
いてまとめることや、これまでの学習を振り返ること
の意義を見出させることができ、そうした学習の仕方
を学ばせることができた。
　３点目は、一人一人の児童の興味・関心や学習の理
解状況を把握することができたことである。そして、
授業内で児童の学習状況に応じた補足説明や個別指導
ができたことである。OPPシートの記述内容からは児
童の情意面だけでなく認知面を見取ることができる。
記述内容と授業内の児童の発言や態度とを照らし合わ
せて、児童の学習状況を把握しようと努めることによ
り、OPPシートを使用しない場合と比較すると、格段
に児童の興味・関心や学習の理解状況に応じた授業づ
くりができるようになった。
　４点目は、授業構成に際して、OPPシートをもとに
学習過程案を作ることを通して、学習する児童の立場
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に立って授業づくりができたことである。教えるべき
ことを授業時間内でいかに効率よく効果的に教えるか
という教師の独りよがりな授業計画ではなく、児童の
思考過程に寄り添った丁寧でわかりやすい授業づくり
ができるようになった。
　このように、OPPシートの特徴を活かしながら、授
業内で効果的に学習と結びつけることにより、先行実
践例には見られなかったOPPシートの活用場面や手
法を明らかにすることができた。そして、OPPシート
の記述に飽きさせずに意欲を高めたり、友だちの発表
を聴き合う姿勢を養ったり、児童一人一人の学習状況
に応じた適切で効率的な指導ができるようになった。
Ⅷ　今後の課題
（ⅰ）研究の理論面の課題
　本研究における理論面の課題として、以下の２点が
挙げられる。
　１点目は、授業がわかっても、学習意欲は高まらな
い児童生徒がいる場合が考えられることである。本研
究では、授業がわかれば学習への成就感や達成感、自
らの学びの成長を実感して、学習意欲が高まるであろ
うという想定のもとで児童にとってわかる授業・わか
りやすい授業を行うことを心がけた。そして、実際に
小学校３年生の児童の大部分は、授業がわかることに
よって、学習することへの意欲が高まっている様子を
見取ることができた。しかしながら、数人の児童はそ
うした姿が十分に見られなかった。学習内容によって
は、たとえ授業がわかったとしても、学習することが
苦痛に感じ、授業がわかる・わからないに関わらず、
学習意欲を高めることはできない場合があると考えら
れる。
　２点目は、学習目標がわかっても、学習の意義を見
出せない児童生徒がいる場合である。本研究では、各
授業の学習目標や学習の流れを意識すること、すなわ
ち、「何について考えるべきか」「何を学びとればよい
のか」といった目的意識を持って学習に取り組めば、
授業がわかるであろうと想定している。また、目的意
識をしっかり持つことで、学習意欲も高まると想定し
ていた。しかし、本時の授業で「何について考えるべ
きか」「何を学びとればよいのか」ということはわかっ
ても、そこに学習の意義を見出せなければ、学習意欲
を高めることはできないと考えられる。授業がわかる
ことは児童の学習意欲を高める上で不可欠であるが、
とりわけ、学習の意義を見出させる指導の工夫もまた
重要であると考えられる。
（ⅱ）OPPシートの効果的活用に向けての留意点
　本研究では、OPPシートを用いたことで、よりよい
研究成果を得ることができた。しかしながら、OPP
シートがいつどんな学習場面においても有効であると
はいえないと感じている。特に、OPPシートを活用に
する際には、シートへの記述を促す発問内容の吟味や、
シートの記述に飽きさせない配慮が重要である。また、
OPPシートを用いることや記述させることを目的と
せず、あくまで補助的な手だてとして位置付けること
や、児童生徒の実態に応じてシートを修正・改善して
いくといった可変的なシートの活用が大切である。さ
らに、OPPシートを初めて用いる場合や書くことを苦
手とする児童生徒がいる場合には、記述の仕方に慣れ
させる特別な指導が必要である。
　したがって、OPPシートを用いる際には、OPPシー
トを用いる目的・育てたい資質や能力・シートの構成・
記述を促す発問内容・授業のいつどの場面で記述させ
るかなどを明確に計画して活用していくことが大切で
ある。
Ⅸ　おわりに
　本研究を通して、本研究仮説が有効であることを確
認することができた。また、授業間のつながりに着目
した振り返り活動の工夫として用いたOPPシートの
活用についても、その特長を活かしながら効果的な活
用方法を見出すことができた。一方で、本研究の課題
や改善点も多く残っているので、今後も追究していき
たい。本研究の成果を十分に発揮し、児童生徒にとっ
てわかる授業、学びがいのある楽しい授業、学びの成
長を実感できる授業を行っていきたいと思う。
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